
 ウィリアム・モリスと理想の書物 
  ―ケルムスコット・プレスの名詩の園― 

講師 小林 英美 氏（茨城大学教育学部 教授） 

日時    2025年５月18日（日） 

   午後２時～３時30分 
   （受付は午後１時30分～） 

会場 茨城県近代美術館 地階講堂 

ウィリアム・モリス 《ユートピア便り》 1892年  

どなたでも参加できる美術館を活用した茨城大学の学外授業  

令和7年度 美術館アカデミー 

 

ウィリアム・モリス 《いちご泥棒》  1883年  

掲載図版は、企画展「アーツ・アンド・クラフツとデザイン ウィリアム・モリスからフランク・ロイド・ライトまで」の出品作。 
いずれも Photo © Brain Trust Inc.  

《講師紹介》 

 専門はイギリスの文学と歴史・文化で、特に19世紀前後のロマン派文学と読者、同時代の出版文化との相互関係を研究

している。主要な著書に『ワーズワスとその時代―『リリカル・バラッズ』と読者たち』（2015）、『読者ネットワークの拡大と

文学環境の変化－19世紀以降にみる英米出版事情』（2017）他がある。 

 

イベント情報ページ 

企画展情報 

2025年4月19日(土)～6月29日(日) 

「アーツ・アンド・クラフツとデザイン 
    ウィリアム・モリスからフランク・ロイド・ライトまで」 

茨城県近代美術館  
当イベントのお問合せ先：美術館アカデミー係 

Tel:029-243-5111  E-mail: academy@modernart.museum.ibk.ed.jp 

 
 

  

 〈ケルムスコット・プレス〉それは晩年の

ウィリアム・モリスが理想の書物を生み出

した夢の印刷工房です。 

 生涯最後の数年、モリスは書物作りにい

そしみました。彼が作ったのは、大量生産

品としての書物ではなく、中世以来の手

工芸品としての書物であり、敬愛する文

学作品を理想のデザインで現出させた総

合的な芸術品でした。 

 本アカデミーでは、モリスが書物作りに

取り組んだ背景を理解するために、まず

中世から近代までの出版文化史を振り返

ります。その後に、モリスが書物に選んだ

作品の中から、ジョン・キーツ等、ロマン派

の詩人の名詩を紹介し、モリスがこれらの

作品に見出した魅力を探ります。  

定員    250名（申込不要、参加無料） 

Tel:029-243-5111
mailto:academy@modernart.museum.ibk.ed.jp

